
2019 年度事業報告（19 年７⽉１⽇〜20 年６⽉ 30 ⽇） 
 
１． 事業の総括 

2019 年度は同年２⽉６⽇に「医療基本法」制定に向けた超党派議員連盟が発⾜し、具
体的な制定活動に⼊った。これを受けて当協議会は患者の権利法をつくる会、H−PAC
医療基本法制定チームと歩調を合わせ、同議連のヒアリングに応じるなど、積極的に
参加した。 

⼀⽅で、当協議会が続けてきた独⾃の勉強会などは、事務局体制の停滞もあって低
調に終始したと⾔わざるを得ない。19 年９⽉１⽇、当協議会の「⽣みの親」ともいう
べき存在だった副代表世話⼈の伊藤雅治⽒が病死され、今後の活動⽅針について世話
⼈らの意思統⼀を図る機会がなかった。 

また、今年２⽉からにわかに国内感染が拡⼤した新型コロナウイルスによる会議等
の⾃粛により、世話⼈会等を開けなかったことも影響した。 
 

２． 事業活動（19 年６⽉以前の活動を含む） 
 

① 医療基本法関連 
・19 年３⽉ 17 ⽇ 第 47 回勉強会 中野サンプラザ 
 テーマ「患者の声を⽴法に反映する」 
鈴⽊利廣弁護⼠（権利法をつくる会）、⽥中秀⼀⽒（H−PAC メンバー）、埴岡健⼀（当
協議会世話⼈）の３講師による解説と、患者側からの⽴法対策を議論した。 
・４⽉ 10 ⽇ 超党派議連ヒアリング 参院議員会館 
⻑⾕川代表、⼩林洋⼆⽒（権利法をつくる会事務局⻑）、前⽥哲兵⽒（H−PAC 代表）
の３⼈が出席。⻑⾕川代表は３団体による「７項⽬共同⾻⼦」の内容などを説明した。 
・７⽉７⽇ 第 48回勉強会 中野サンプラザ 
テーマ「患者にとっての医療基本法」 
 超党派議連のヒアリングを受け、世話⼈の埴岡健⼀⽒が「患者にとってなぜ医療基
本法が必要なのか」を解説。アレルギー、リウマチ、難病の各患者団体の⽴場から、
必要性の根拠が⽰された。 
・11 ⽉２⽇ 「医療基本法」第５回共同シンポジウム＆第 49 回勉強会 東京・明治⼤
学 

当協議会、権利法をつくる会、H−PAC の３団体による共同シンポ。 
・2020 年１⽉ 18⽇ 医療基本法３団体会議（明⼤） 
・２⽉ 14 ⽇ 医療基本法３団体会議（外神⽥） 
・２⽉ 25⽇ 超党派議連ヒアリング（参院議員会館） 
・３⽉ 28⽇ 医療基本法３団体会議（オンライン） 



② 勉強会 
・2020 年２⽉２⽇ 第 50 回勉強会「⾒える化データで地域を診断」 中野サンプ
ラザ 
講師 前村聡⽒、埴岡健⼀ 

 
③ 世話⼈会 19 年１⽉ 16⽇、２⽉７⽇、３⽉ 17 ⽇（中野サンプラザ）、７⽉７⽇（同）、
８⽉ 31 ⽇（総会）、10 ⽉６⽇（中野サンプラザ）、12 ⽉３⽇、20 年１⽉ 18⽇（明
⼤）、２⽉２⽇（中野サンプラザ）、 

④ ９⽉５⽇ 伊藤⽒通夜に⻑⾕川ら参列（⻘⼭葬儀所） 
⑤ 新規正会員 遠⼭和⼦⽒（８⽉総会で申し込み） 
 
                               以上 



2020 年度事業計画（20 年７⽉１⽇〜21 年６⽉ 30 ⽇） 
 
１． 総論 
 
 2020 年は新型コロナウイルスの感染拡⼤で明けた感があり、政府による厳しい営業⾃粛、
外出⾃粛などを経て、６⽉に解除されたものの、東京などの⾸都圏では早くも「第⼆波」
が懸念される事態が続いており、夏休みの⼈出増⼤などを考えると、予断を許さない状況
が続くとみられる。 
 このため、都内での活動を基本とする当協議会にとって、20 年度の事業計画の⽴案は極
めて困難と⾔わざるを得ない。「三密」を避けるには従来の勉強会形式は不可能であり、世
話⼈会も当⾯は共有メールなどを通じて実施することが妥当と思われる。 
 ⼀⽅、これを奇貨として、20 年度は「世話⼈会」を中⼼とする運営体制を⾒直し、新規
会員の獲得、財務基盤の強化、情報共有の活性化など、抜本的な組織強化を図ることとし
たい。 
 
２． 事業計画 

  
（１） 医療基本法制定に向けた勉強会、多団体との連携、議連ヒアリングへの参加など。

７⽉ 25 ⽇ 13〜15 時、患者の権利法をつくる会などとのオンライン会議を予定。議
員連盟の動きはなく、⽇本医師会の会⻑交代がどう影響するか、注視する必要があ
る 
 

（２） 新型コロナ下での患者会活動、各種疾病ごとの対応など、今回のさまざまな体験を
持ち寄り、感染症パンデミック下で⾏政、医療機関、介護機関、患者家族はどのよ
うに対応すべきか、議論する必要がある。第⼆波、第三波の状況をにらみながら、
今秋あたりに勉強会の形での開催を検討する。 
 

（３） ⽉１回、⽇本リウマチ友の会事務所を借りて定例的に開いてきた世話⼈会は、２⽉
以降、中断している。今後は新型コロナの状況を⾒極めながら開催⽅法を考えるが、
当⾯は「メール会議」で乗り切る。 

 
（４）ホームページ改修。「ペーシェント・ボイス」など不要なページの削除などでスリム

化し、全体に「⾒える化」を図る。 
 
 
 



 
３．世話⼈（役員） 

代表世話⼈ ⻑⾕川三枝⼦（⽇本リウマチ友の会会⻑） 

副代表世話⼈ 埴岡健⼀（がん政策サミット理事⻑） 

副代表世話⼈ 松村満美⼦（腎臓サポート協会理事⻑） 

副代表世話⼈ 武川篤之（⽇本アレルギー友の会理事⻑） 

岡⾕恵⼦（⽇本慢性疾患セルフマネジメント協会理事⻑） 

村上紀⼦（PAHの会理事⻑） 
内⽥絵⼦（ブーゲンビリア統括会⻑） 
監事 遠⼭和⼦（⽇本呼吸器障害者情報センター理事⻑） 
事務局⻑ 本間俊典（復⽣あせび会監事） 
（休業中）牧⽥篝（ライフ＆メディカルケア市⺠協議会代表） 

 


